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市
で
は
、
昨
年
８
月
に「
町
田
市
文
学
館
構
想
に
関
す
る
提
言
委
員
会
」

（
水
沢
周
委
員
長
）
か
ら
答
申
さ
れ
た
「
町
田
市
に
お
け
る
文
学
館
の
あ

り
か
た
」
を
踏
ま
え
、
文
学
館
の
設
立
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、　

月
３
日
、
「
町
田
市
文
学
館
開
設
準
備
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ
、

１０

い
よ
い
よ
本
格
的
に
始
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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町
田
市
に
は
、
遠
藤
周
作
氏
を
は
じ

め
、
八
木
義
徳
氏
、
桜
田
常
久
氏
な
ど

の
芥
川
賞
受
賞
作
家
、
随
筆
家
の
白
洲

正
子
氏
（
い
ず
れ
も
故
人
）
の
ほ
か
、

森
村
誠
一
氏
や
常
盤
新
平
氏
、
赤
瀬
川

源
平
氏
な
ど
著
名
な
現
役
作
家
も
多

く
、
活
発
な
執
筆
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
町
田
市
ゆ
か
り
の
作
家

の
資
料
を
収
集
、
展
示
し
、
さ
ら
に
は

市
民
の
文
学
活
動
の
拠
点
と
な
る
「
文

学
館
」
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、
作

家
や
詩
人
、
地
元
商
店
会
の
代
表
な
ど

　

人
で
構
成
さ
れ
た
「
町
田
市
文
学
館

１０開
設
準
備
懇
談
会
」
が
こ
の
ほ
ど
発

足
、
第
１
回
会
合
で
、
会
長
に
作
家
の

森
村
誠
一
氏
、
副
会
長
に
作
家
で
前
提

言
委
員
会
委
員
の
薄
井
清
氏
、
編
集
者

・
作
家
で
前
提
言
委
員
会
委
員
長
の
水

沢
周
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
同
懇
談
会
の
意
見
を
踏
ま

え
、
今
年
度
中
に
基
本
計
画
書
を
ま
と

め
、
来
年
度
に
は
基
本
設
計
・
実
施
設

計
に
取
り
掛
か
り
、
２
０
０
５
年
度
の

開
館
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
会
合
の
冒
頭
、
原
町
田
四
丁

▲
第
１
回
文
学
館
開
設
準
備
懇
談
会
で

　

あ
い
さ
つ
す
る
寺
田
市
長

町田市文学館開設準備懇談会委員

詩人・元東海大学教授　 相澤　史郎

作家・前提言委員会委員○ 薄井　 清 

詩人・元立正大学教授　 嶋岡　 晨 

公民館通り商店会　 竹田　俊一

作　　家　 多田　茂治

法政大学教授・前提言委員会委員　 田中　優子

前提言委員会副委員長　 竹間　久江

町田ジャーナル社主幹　 堀江　泰紹

編集者・作家　前提言委員会委員長○ 水沢　 周 

作　　家◎ 森村　誠一

　◎印は会長　○は副会長

目
の
旧
公
民
館
施
設
を
改
修
し
、
文
学

館
に
転
用
し
て
い
く
計
画
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
駅
に
近
く
、

ま
た
、
周
辺
に
は
中
央
図
書
館
、
街
か

ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

国
際
版
画
美
術
館
な
ど
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
多
彩
な
文
化
ゾ
ー
ン
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

寺
田
市
長
は
「
町
田
市
の
恵
ま
れ
た

文
学
的
風
土
を
活
か
し
て
、
文
化
の
香

り
高
い
、
品
格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
折
に
触
れ
て
、
説
明

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
、

文
学
館
建
設
の
状
況
を
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

米軍、政府関係機関に米空母艦載機�
による離着陸訓練の中止を要請�

町田に静かな空をかえせ�！�

　
　

月
４
日
、
防
衛
施
設
庁
東
京
防

１０
衛
施
設
局
か
ら
、
厚
木
基
地
に
お
い

て　

月　

日
か
ら　

日
の　

時
か
ら

１０

２０

２２

１８

　

時
ま
で
米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
夜

２２間
連
続
離
着
陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
を

実
施
し
、
硫
黄
島
で
の
訓
練
が
天
候

等
の
事
情
に
よ
り
予
定
ど
お
り
実
施

で
き
な
い
場
合
に
は
、
同
月　

日
か

１８

ら　

日
の
同
時
間
に
厚
木
基
地
で
訓

２２
練
を
実
施
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の

事
前
通
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、市
で
は　

月
７
日
、

１０

神
奈
川
県
及
び
厚
木
基
地
周
辺
７
市

と
と
も
に
、
在
日
米
軍
司
令
官
、
在

日
米
海
軍
司
令
官
、
厚
木
航
空
施
設

司
令
官
、
駐
日
米
国
大
使
に
対
し
、

米
空
母
艦
載
機
に
よ
る
離
着
陸
訓
練

の
中
止
を
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、

防
衛
施
設
庁
、
防
衛
庁
、
外
務
省
に

対
し
、
訓
練
の
中
止
を
米
軍
に
申
し

入
れ
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
東
京

都
も
同
様
の
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

　

要
請
に
対
し
、
米
軍
か
ら
は
、

「
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
最
大
限
硫
黄
島
で
実
施

す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
が
、
厚
木
基

地
で
実
施
す
る
場
合
は
低
騒
音
型
の

航
空
機
で
行
う
よ
う
努
め
、
飛
行
回

数
も
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
ま
す
」

と
の
回
答
が
、
ま
た
防
衛
施
設
庁
な

ど
の
政
府
機
関
か
ら
は
、
「
硫
黄
島

で
Ｎ
Ｌ
Ｐ
を
実
施
す
る
よ
う
米
軍
に

申
し
入
れ
ま
す
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
は　

月
９
日
、
厚
木

１０

航
空
施
設
司
令
官
に
対
し
、
日
ご
ろ

地
域
住
民
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
厚
木
基
地
周
辺
に
お
け
る
航

空
機
騒
音
に
つ
い
て
、
そ
の
防
止
対

策
の
推
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
安
全

確
保
を
徹
底
す
る
よ
う
、
東
京
都
と

共
同
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
夜
間
・
早
朝
、
土

・
日
・
祝
日
な
ど
の
飛
行
を
中
止
す

る
こ
と
、
低
空
飛
行
を
行
わ
な
い
こ

と
等
の
騒
音
防
止
対
策
の
推
進
や
安

全
確
保
の
徹
底
の
た
め
に
、
機
体
整

備
を
万
全
に
行
い
、
墜
落
、不
時
着
、

部
品
落
下
等
の
事
故
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
、
急
旋
回
や
編
隊
飛
行
な

ど
の
危
険
を
伴
う
飛
行
を
行
わ
な
い

こ
と
、
ま
た
、
訓
練
並
び
に
飛
行
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
等
で

す
。

　

要
請
に
対
し
、
同
施
設
渉
外
部
長

か
ら
は
、
「
飛
行
に
よ
る
騒
音
が
、

市
民
生
活
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

極
力
努
め
ま
す
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

市
中
心
市
街
地
の
南
方
約　

㎞
の

１０

地
点
に
あ
る
厚
木
基
地
に
は
、
米
空

母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
艦
載
機
が
飛
来

し
、
上
空
か
ら
激
し
い
騒
音
を
ま
き

散
ら
し
、
市
民
の
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
住

宅
密
集
地
で
の
墜
落
事
故
を
連
想
さ

せ
る
な
ど
、
市
民
に
不
安
と
恐
怖
心

を
抱
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
艦
載
機

は
米
空
母
が
横
須
賀
に
入
港
す
る

と
、
厚
木
基
地
を
拠
点
に
訓
練
飛
行

を
行
っ
て
お
り
、
特
に
離
着
陸
の
際

に
行
う
低
空
飛
行
が
ひ
と
き
わ
激
し

い
騒
音
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
や
基
地
周
辺
の
各

市
と
と
も
に
、
米
軍
、
日
本
政
府
に

対
し
航
空
機
騒
音
の
防
止
対
策
等
に

つ
い
て
粘
り
強
く
要
請
し
て
い
き
ま

す
。

▲

文
学
館
に
転
用
さ
れ
る
旧
公
民
館


